
 

二本松市東和地区では、福島県過疎・中山間地域連携事業として平成２５年度から「と

うわ地元学」を実施しています。日々暮らしている身近な地域のよさを再発見すること

を目的として取り組んでいます。今回は、１１月３日（月）に木幡地区の隠津島神社に

おいて『昭和の祝言（しゅうげん）』を再現しました。以下はその様子です。 

「とうわ地元学」は、今後も、地元の「食」をテーマにした取組を実施していきます。

春の料理、夏の料理、保存食づくりなどに取り組みます。併せて、地元小学生によるフ

ィールドワークも実施します。こうした取組を通じて、地元に残る季節の行事、消えた

風習、素材の活かし方・使い方などについて話を聞き取り、記録として残していきます。

平成２７年度末には「とうわ地元学」の冊子を完成させ発行する予定です。 

平成２６年度 特色ある公民館事業（二本松市：東和公民館） 

 と き：平成２６年１１月３日（月） 

ところ：木幡地区隠津島神社 参宿所 

とうわ地元学 
『昭和の祝言（しゅうげん）』 

祝言は、家の行事でもあり、地域の人との繋が

りを確認する大切な行事として受け継がれてきま

した。祝いの席に振る舞われた料理には、山の恵

みへの感謝と先人たちの知恵が詰まっており、そ

れぞれには、五穀豊穣・子孫繁栄の願いが込めら

れています。 

今回は、あぶく 

ま山系に伝えられ 

ている祝い膳の一 

部を参考に数名の 

方に聞き取りをし 

た中から献立を再 

現しました。 

意見を発表している様子 

隠津島神社での三三九度の儀式 

隠津島神社参宿所にて祝宴 

祝宴で出された「御祝い膳」 

「昭和の祝言」に参加した方々 


